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お客様アンケート実施に関して
1．実施期間 2025年3月18日（火）～31日（月） 14日間
2．対象施設 北エリア おふろの王様和光店、総合児童センター・市民プール

南エリア 健康増進センター、やまぼうし、和光なかよしこども園 計5事業者
（テスト環境）わぴあルーム内掲出 QR回答のみ＞粗品引き換えは、おふろの王様または児童センター

3．実施目的 広くわぴあ来場者に向け、利用頻度・情報入手経路・イベント認知、今後のわぴあへの関り、
及び、ご意見・要望を聴き、今後のわぴあ全体・各事業者におけるサービスの提供に関し情報を
入手し、その内容や品質の改善・向上に役立てる。

4．実施方法 ➀ＷＥＢ回答方式 ➁用紙記入方式 ※WEB回答へ誘導する
5．目標研修

6．粗 品 オリジナルウェットティシュ 1回答1個限り

2025年1月23日
WHAM 藤原

施設名
前年実績（件数） 回収目標

（件数）
粗品引渡し 備考

WEB 手書き 合計

おふろの王様和光
店

134 226 400 400 ➀QR回答画面
の提示で引渡

➁手書きは記
載用紙と交換

・A4タテ・アンケート案内ファイル
・手書き用アンケート用紙（総数×20％分）

総合児童セン
ター・市民プール

118 124 242 250 同上

健康増進センター 25 1 26 30

アンケート用
紙配布時に
粗品を渡す

・A4タテ・アンケート案内ファイル
・手書き用アンケート用紙5枚
・1/4アンケートQR用紙30枚

やまぼうし 0 30 30 30 ・園児1家族1部アンケ―ト用紙30枚

和光なかよしこども
園

31 10 41 50 ・園児1家族1部アンケ―ト用紙50枚

合計 308 431 739 760 前年比103％

構成比 42％ 58％ 100％

計画時
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別紙1 QR

☚追加
回答場所

☚追加
広沢どうぶつハンター
WAKOクリスマスフェス

計画時
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別紙2 事業者案内用（共有・アンケート案内ファイル）

総合児童センター・市民プール
おふろの王様 用

計画時
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お客様アンケート回収結果
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施設名
R6.3実施
（件数）

今回目標
（件数）

R7.3 結果
（件数）

前年対比 計画対比 備考

おふろの王様
和光店 400 400 242 61% 61%

3/24まで3件＞「粗品は児童セへ」
3/25よりオペレーション変更
「手書き用紙・QR読込＋粗品渡し」

総合児童セン
ター・市民プール 242 250 253 105% 101% 回答確認後の粗品交換

健康増進
センター 26 30 24 92% 80% アンケート用紙配布＋粗品渡し

やまぼうし 30 30 4 13% 13% 同上

和光なかよし
こども園 41 50 2 5% 4% 同上

その他 ‐ ‐ 11 ‐ ‐ ‐

合計 739 760 536 71% 73%



施設/実施年月 R6.3実施 R7.3実施 差異 対比

おふろの王様 和光店 400 242 -158 61%

総合児童センター・市民プール 242 253 11 105%

健康増進センター 26 24 -2 92%

やまぼうし 30 4 -26 13%

和光なかよしこども園 41 2 -39 5%

わぴあHP/SNS 0 11 11 -

総合計 739 536 -203 73%

1．施設別アンケート数 2．年代構成

3．居住地構成

回答数 構成比 回答数 構成比
10代 89 12% 42 8%

20代 142 19% 49 9%

30代 226 31% 190 35%

40代 139 19% 133 25%

50代 80 11% 60 11%

60代以上 63 9% 62 12%

合計 739 100% 536 100%

年代/実施年月
R6.3 R7.3

4．来場手段構成

構成比 構成比

和光市 42% 40%
練馬区 15% 13%
朝霞市 12% 18%
板橋区 7% 9%

新座市 6% 7%
他特別区 5% 4%
埼玉県他市町 4% 3%
東京都他市 2% 1%

他都道府県 2% 0%
さいたま市 2% 2%
志木市 2% 2%
川越市 1% 1%

その他 0% 1%
計 100% 100%

地域/実施年月
R6.3 R7.3

構成比 構成比
和光市・下新倉 13% 8%

和光市・丸山台 14% 8%
和光市・広沢 16% 20%

和光市・新倉 14% 20%

和光市・諏訪原団地 0% 2%
和光市・西大和団地 4% 4%

和光市・中央 3% 4%
和光市・南 9% 8%

和光市・白子 15% 13%
和光市・本町 13% 11%

計 100% 100%

地域/実施年月
R6.3 R7.3

（全体） （和光市のみ）

手段
R6.3
構成率

R7.3
構成率

自家用車 49% 42%

徒歩 18% 16%

自転車 21% 32%

バイク 2% 2%

バス 4% 4%

電車+徒歩 5% 3%

電車+バス 1% 0%

その他 1% 1%

合計 100% 100%

R6.3実施 VS R7.3実施 比較

＜特徴＞
自家用車が減り、
自転車が増えた
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総来場者数別・メディア別・週1回以上利用者分析

総数＞HP見る68%［53％］（364/536）
＞SNS利用する37％［33%］（135/364）

＞広報紙・広報掲示板見る76%［41%］（102/135）
＞週1回以上利用50％［64%］（51/102）総数＞HP見る68%［53％］（364/536）

＞広報紙・広報掲示板見る60%［31%］ （218/364）
＞ SNS利用する47%［44%］ （102/218）

＞週1回以上利用50％［64%］（51/102）

7

［53％］：前年比率
（364/536）：前NOｰ対象数・後NO-アンケート総数

総数＞SNS利用する29％［22％］（153/536）
＞HP見る88％［81%］（135/153）

＞広報紙・広報掲示板見る76%［41%］（102/135）
＞週1回以上利用50％［64%］（51/102）

総数＞広報紙・広報掲示板見る49%［20％］（262/536）
＞HP見る83%［79%］（218/262）

＞ SNS利用する47%［44%］（102/218）
＞週1回以上利用50％［64%］（51/102）

総数＞ SNS利用する29％［22％］（153/536）
＞広報紙・広報掲示板見る73%［38%］ （111/153）

＞ HP見る92%［88%］（102/111）
＞週1回以上利用50％［64%］（51/102）

総数＞広報紙・広報掲示板見る49%［20％］（262/536）
＞ SNS利用する42%［40%］ （111/262）

＞ HP見る92%［88%］ （102/111）
＞週1回以上利用50％［64%］（51/102）

＜考察＞
週1回以上の利用者（概ねヘビーユーザー）の「HP見る」は68%（前年+15P） 。且つ「広報等見る」が60%（前年+29P）。
SNSは29％（前年＋7P）で前年並み、広報等49%（前年＋29P）と伸長。この状況下で利用自体は50%［▲14P】。この
評価を「分散」や「定着」と見れるか、引き続き注意深く確認して行くものとする。
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イベント名
R6.3
構成比

R7.3
構成比1

R7.3
構成比2

わぴあ夏まつり 33% 29% 23%

わぴあmamaマルシェ 18% 19% 15%

わぴあ食堂 13% 7% 6%

わぴあHADOカップ 10% 10% 8%

わぴあティラノンピック 10% 8% 6%

わぴあプチプレーパーク 8% 14% 11%

わぴあハロウィンイベント 6% 9% 7%

わぴあウォーターサバイバル 3% 4% 3%

小計1 100% 100% ‐
広沢どうぶつハンター ‐ ‐ 3%

WAKOクリスマスフェスティバル ‐ ‐ 6%

和光こどもまつり ‐ ‐ 12%

小計2 ‐ ‐ ‐
合計 ‐ ‐ 100%

イベント認知構成

回答数 構成比 回答数 構成比

利用者・参加者として来場 513 96% 500 94%

利用者・参加者＋企画参加者 5 1% 8 2%

当日のボランティアスタッフ 10 2% 12 2%

出店者・スタッフ 5 1% 11 2%

合計 533 100% 531 100%

実施年月/
意向

R6.3 R7.3

20名＞31名
僅少であるが増傾向

夏まつり、mamaマルシェ、
プレーパークは、3大イベント

第1回目の「和光こどもまつり」は
3月開催でもあり高い認知となった。

わぴあへの関わり方構成



R6年3月実施分
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＜考察＞
・自由記述でのAIテキストマイニングでは、１．“感謝の声”が多く、2．“施設の状況”でも総合児童センターを中心に
「楽しく遊んでいる」コメントが多い。3．“改善要望”面での共通事項としては、駐車場の時間延長やイベントや
サービスの更なる拡充を求める声がある。

・上記の状況及び“ポジネガ”割合では、ポジティブ及びネガティブの比率がそれぞれ改善しており、全般的に各施設に
おける満足度は向上していると理解できる。



お客様アンケートまとめ

＜基本情報＞
・年齢 20代～40代で70％は変わらず
・居住地 市内40％（前回差▲2P）前年並み
・来場手段 自家用車42%（▲8P）、自転車32％（▲11P）
・利用頻度 月1回以上56%（▲4P）
・イベント認知 夏祭り29％、mamaマルシェ19％、プレーパーク14％
・今後の関り 20名⇒31名（＋11名）増傾向

＜利用者コミュニケーション＞
・➀HP、➁SNS、➂広報紙・掲示板でのメディアミックス効果が現れる

＜AIテキストマイニングによる「ネガティブ」「ポジティブ」評価
・前年よりポジティプ＋7.4P、ネガティブ▲4.3P、計11.7Pの改善

＜総括＞
・前年よりヘビーユーザー層の利用頻度は低減したが、総利用者は5万人増加（86万人）
している。駐車場利用時間の延長や子供向けイベントの更なる提供等の要望もあるが、
全般的なサービス提供は顧客満足に通じている状況であると言える。
・引き続き、利用動向は注視し、各施設での利用増傾向は続いており、混雑対策や屋外広場
の施策を進め利用者の分散化を促しつつ、定着層に結び付ける活動を進めて行くことが
求められる。
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END
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